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1.　はじめに
1.1　研究の背景と目的

竹はアジアを中心とした地域で建築に用いられてき
た一方、「poor man's timber」と呼ばれるなど、貧しい
人々のための建材として考えられ、建築家がつくる建
築に利用されることはほとんどなかった。しかしなが
ら近年、竹が環境に優しく、構造性能も高い材として
注目を集めており、様々な地域の建築家たちが竹を建
材として利用し始めている。

建材としての竹に関する研究は多岐に渡るが、それ
らは構造的な性質や環境負荷の側面から論じられるも
のが多い。竹を利用した建築自体に着目した研究は少
なく、加えてそのほとんどが個々の実験的事例を取り
上げたものであり、広汎な事例を集めそれらの特徴や
課題を論じる研究は十分に行われていない。

本稿では、1988 年以降に発表された竹を建材とし
て用いた建築（以下、竹建築）を対象として、建築的
操作や設計者の意図の視点から、現代の竹建築の特徴
や傾向を考察し、竹を建材として利用することの意義
と課題について新たな知見を得ることを目的とする。
1.2　研究の方法

表 1 に 3 章以降の各章と調査概要の対応を示す。竹
建築の歴史的背景、竹の使用箇所と竹に対する建築的
操作、竹を用いた設計者の意図などを明らかにしなが
ら竹建築の変遷をまとめ、竹材利用の現状と可能性、
そして課題について探る。

建築系メディアに見る竹材を使用した建築の変遷

古里　さなえ

2.　竹材利用の歴史
竹はアジア、アフリカ、中南米を中心に自生してお

り、それらの地域の建築には竹を用いたものも多く見
られる。その歴史は五千年ほども遡るという。

近代に入りより強く扱いやすい建材が好まれるよう
になると、個体差が大きく扱うのが難しい竹は建材と
して利用されることが少なくなった。現代建築の文脈
で最初に竹を用いたのは、日本において竹を編んでコ
ンクリートの三次元的構造をつくり出した葉祥栄や、
コロンビアで数多くの竹建築を設計しヨーロッパにも
広めたSimon Velezらであると考えられる。

竹を構造材として使用することを考えると、多くの
国では建築基準法等による規制が障害となる。例とし
て日本においては、建築基準法第三七条によりJAS（日
本農林規格）に認定されていない竹は構造材として使
用することはできない。

し か し 2004 年 に ISO（International Organization 
for Standardization） が 伝 統 的 な 知 識 を 取 り 入 れ、
木材基準を参照した竹を用いた建設に関する3つの基
準を定め発表した。それに倣う形で多くの国が竹の構
造利用に関する基準を制定した。例として、インドや
コロンビア、ペルーなどアジア、中南米の国を中心と
して竹の建設に関わる基準法が定められ、 竹 材 の 構
造利用が認められ始めている。
3.　各メディアでの竹建築の収集と掲載数の推移
3.1　調査方法
3.1.1　雑誌

表 1 の 3 誌に掲載されている全作品を参照し、作品
紹介ページにおける文章中・注釈中に竹を使用してい
る旨の記載があるものを、使用箇所や規模に問わず、
竹建築として取り上げた。
3.1.2　ウェブサイト

表 1 に記載した 2 つのウェブサイトにおいて、ウェ
ブページ内を「bamboo」で検索して得られた作品、あ
るいは「bamboo」のタグがつけられている作品のうち、
雑誌の調査と同様に実際に竹を建材として使用してい
ることが文章中・写真中から判断できる作品を竹建築
として取り上げた。

各メディアでの
竹建築の収集と
掲載数の推移

論文の構成 調査概要と内容
①各国の建築系雑誌
・a+u（エー・アンド・ユー社、日本）
・domus（Editoriale Domus 社、イタリア）
・Architectural Record （BNP Media 社、アメリカ）
の 1988 年 1月号から 2017 年 12 月号
②主要な建築系ウェブサイト
・ArchDaily（2008 年開始）
・Dezeen（2006 年開始）
を対象として竹を使用している建築を収集し、雑誌とウェブ
サイトについて掲載数の変遷を調査する。

竹の使用箇所と
建築的操作

竹材を構造体 /非構造体 /仮設物に使用している事例それぞ
れにおいて、竹に対してどのような建築的操作が行われてい
るかを把握し、傾向と変遷を明らかにする。

設計者言説から
見る竹の利用

収集した資料中の竹及び材料の選択について言及している箇
所から、設計者が作品中で竹を利用した意図を明らかにし、
それらの傾向と変遷を明らかにする。

前章までの内容から、竹材を使用した建築の変遷をまとめ、
竹を利用することの可能性と課題について考察する。
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3.2　調査結果
表2に各誌に掲載された全体の作品数、竹建築の数、

全体の掲載数中の竹建築の割合および各ウェブサイト
に掲載された竹建築の数を示す。また、図1に雑誌に
掲載された竹建築の数と全体の掲載数に対する割合を
3 年毎に、図 2 にウェブサイトに掲載された竹建築の
数を年毎に示す。2000 年頃から掲載数の増加が見ら
れ、特に 2010 年代に顕著であり、全体の掲載数に対
する割合も高くなっている。ウェブサイトにおいても
掲載数は年々増加している様子が見られる。

図 3 に示した掲載された竹建築の所在地域 ごと
の割合を見ると、近年アジアにおける作品が多く取り
上げられていることが分かる。アジア内の地域区分ご
との割合（図4）からは、特に東南アジアと東アジアに
おいて高い割合を示していることが読み取れる。
3.3　小結

雑誌およびウェブサイトの調査から、315件の竹建
築の情報を得た。両メディアで掲載数は増加しており、
特に雑誌については、全体の掲載数に対する竹建築の
割合が増している。本章より、近年の建材としての竹
に対する関心の高まりを指摘できる。
4.　竹の利用箇所と建築的操作
4.1　調査の方法

各事例における竹の使われ方を把握するため、資料
の言説・写真・図面等から、竹に対しどのような建築
的操作が行われているかを検討した。各事例を①竹が

構造体に使われている事例、②竹が非構造体に使われ
ている事例、③竹が仮設物に使われている事例 に
分類し、それぞれについて竹の使われ方をまとめる。
竹の建築的操作については、大まかに「組む」「曲げる」

「編む」「並べる」「工業製品化」「束ねる」「型枠」に分
類することができる。年代別の事例数と割合を図5に、
地域別割合を図6に、また分類と各操作の定義につい
てを表3に示す。
4.2　分類の結果と考察
4.2.1　構造体での利用

構造材利用には各国の規定が関
係するため、事例数は地域による
偏りが見られるが、全体として竹
を構造材として利用する事例は増
えている。特に2006年頃から増加
が顕著であるが、これは ISO によ
る基準の制定に関係すると考えられる。また、2006
年にアジアの建築家によって「束ねる」の操作が登場
したが、その後「束ねる」操作は多くの事例で見られ
るようになり、この操作の登場も構造材利用の増加に
関係している可能性を指摘できる。

また、平面や屋根の形をみると、グリッドに乗らな
い有機的な形態をもつ事例や、伝統建築の要素を取り
入れた事例が多く見られ、伝統建築が持つような大ら
かさを現代建築に適用することで新しい建築を生み出
そうとする傾向があるものと考えられる。
4.2.2　非構造体での利用
「並べる」の操作が壁や日除けの構成に使われる事例

が広く見られる一方、先進国の多い地域においては、

図 1. 竹建築掲載数（雑誌）

図 3. 地域毎割合の推移
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表 2. 各メディアにおける竹建築掲載数

雑誌名

a+u

Architectural
Record

domus

雑誌合計

全体掲載数 竹建築掲載数 竹建築割合

4,317件 41件 0.95 %

2,269件 16件 0.71 %

5,928件 38件 0.64 %

12,514件 95件 0.76 %

ウェブサイト名

ArchDaily

Dezeen

合計

竹建築掲載数

297件

56件

241件

315件 (重複除く）
ウェブ合計

図 2. 竹建築掲載数（ウェブ）

図 4. アジア内割合の推移
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図 5. 年代別の構造割合 図 6. 地域別の構造割合

表 3. 事例の分類と操作の定義

分類

件数

作
操
的
築
建
る
れ
ら
見
に
主

①構造体 ②非構造体 ③仮設物
柱や梁、屋根架構などの
構造に竹を使用した事例

壁や床、天井といった構造以
外の要素に竹を使用した事例

一時的な構造物に
竹を使用した事例

「工業製品化」 集成材や積層材などの製品とする

「並べる」 ルーバー状に並べて面を形成する

「型枠」
型枠にして竹の
模様をつける

「編む」
竹を組み合わせて面にしたり
自立した構造にしたりする

「曲げる」
しなりを生か
したアーチ等

「束ねる」
何本かを束ねて
大きな構造体に

架構式構造（ラーメン、トラス等）のような
シンプルな形、ロープやボルトで接合される

「組む」

76 件 207 件 30 件

工業製品化5%

曲げる4%

その他
1%

並べる
5%

組む
61%

束ねる
21%

編む3%
図 7. 構造 - 操作内訳
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「工業製品化」の増加が特徴として
挙げられる。個体差が大きいため
に扱いにくい竹を合理的に活用す
ることができる手段として、規格
材化された竹製品が近年一般化さ
れてきたものと考えられる。
4.3　小結

本章では、各事例での竹の利用箇所と操作を分類し、
各地域での特徴を掴んだ。2005 年頃まで、竹を構造
体として用いる事例はほとんど見られなかったが、近
年その割合を増している。先進国においては個体差を
解消し竹を合理的に活用する手段として「工業製品化」
が多く見られる一方、アジアにおいては「束ねる」操
作によって竹の構造的特性を生かしながら竹の個体差
を解消した事例が数を増やしている。
5.　設計者言説からみる竹材の利用
5.1　調査の対象と方法

各メディアに掲載された作品紹介文 に お い て、
竹について、もしくは材料の選択について言及してい
る文言を取り出した。取り出した文言をさらに細分化
して 357 点のサンプルを抽出し（図 9）、KJ 法 を参
考とした方法で分類を行った（図12）。
5.2　竹の利用動機・意図の分類

前項で得た各サンプルを分類した結果、竹の利用に
関する設計者の動機・意図は大まかに 41 カテゴリー
に分類された。また、その 41 カテゴリーはそれぞれ
の内容から、「 材 性 能 の 高 さ 」「 扱 い や す さ 」「 室 内

環 境 向 上 」「 自 然 の 印 象 」「 建 築 表 現 」「 地 球 環 境
へ の 配 慮 」「 入 手 し や す さ 」「 技 術 の 開 発 」「 竹 利
用 の 促 進 」「 周 辺 環 境 の 考 慮 」「 伝 統 の 踏 襲 」「 地
域への貢献」の12のユニットにまとめられた。また、
それぞれを【建築的側面に着目するグループ】、【環境
的側面に着目するグループ】の 2 つに大別し、それと
別に《物性・材料特性に着目するグループ》《記号性・
地域性に着目するグループ》の2つに分類した（図12）。
5.3　竹の利用動機・意図
5.3.1　年代別割合

前項で得られたグループの年代毎の変化を図 10 に
示す。最も数の多いユニットは「入手しやすさ」であっ
た。グループごとの推移を見てみると、環境的側面に
着目するグループの割合が増えていることが分かる。
詳細をみると、先進地域においては「環境問題への意
識」から竹を選ぶ建築家が増えており、発展途上地域
においては、その地方で得られる材を使い伝統的な技
術を活用する「地域の尊重の意識」から竹を選ぶ建築
家が増えていると考えられる。
5.3.2　地域別割合

意図のグループの地域ごとの割合を図 11 に示す。
先進国においては建築的側面への着目が多く、その中
でも特に質感・記号性への着目が多い。竹を建築のア
イデンティティの中心となることを期待して選択して
いることが読み取れる。一方、発展途上国を多く含む
地域では背景的側面への着目の割合が多く、地域の材
や技術の活用が広がってきていることが分かる。

No.091　 The Elizabethan Theatre
            / Studio Andrew Todd

… To complement the surroundings, the architects
chose to build the structure entirely from wood and bamboo. It's 
designed to vibrate with its natural surroundings rather than be
a stand-alone, attention-seeking, alien object. … Twelve-meter-
high bamboo poles encases the main structure to create a cage-
like exterior, with a pathway slotted in behind. At the centre, a 
cylinder clad in larch houses a two-story auditorium that seats 
388 people, while shorter, curved sections are staggered around it. …

設計意図：
周辺環境と
の調和

建築操作：
並べる

完成年 : 2016   敷地 :パドカレ , フランス   用途 :劇場

図 11. 動機・意図の地域別割合 図 12. 竹の利用動機・意図の意味内容

図 9. 操作及び動機・意図の抽出例

施工が
容易 [9]

構造性能
の高さ [8]

特性を
生かした
造形 [2]

周辺環境を
守る [3]

リサイクル
可能 [6]

環境問題への
姿勢を表す [4]

職人の
就業促進 [2]

伝統技術
の適用 [22]

地域経済の
活性化 [4]

伝統工芸の
参照 [9]

二酸化炭素
固定 [3]

伝統と現代
技術の融合 [12]

技術や文化の
継承 [4]

他の材との
対比 [16]

他の材を置換
[1]

温かみの
表現 [24]

自然の中に
いる感覚 [4]

維持・取替
が容易 [9]

竹の可能性
を示す [6]

サステナブル
デザイン [15]

環境負荷の
低減 [12]

再生能力
の高さ [9]

構造材として
の実験 [1]

都市環境へ
の適用 [1]

経年変化を
見せる [4]

耐候性の
高さ [2]

色や手触り
のよさ [2]

建物の
特徴付け [20]

地域の特徴の
表現 [11]

RC 表面の
模様付け [4]

軸線の強調 [1]

比喩表現 [2]

近隣で入手可能 [46]

コストが
低い [23]

自然換気を
促す [3]

新しい技術
の適用 [8]

【伝統の踏襲】

【周辺環境の考慮】

周辺環境との
調和 [17]

【竹利用の促進】

竹への見方を
変える [3]

日射調整と
影の表現 [16]

自然由来の
材利用 [4]

【環境的側面】【建築的側面】

《
記
号
性
・
地
域
性
》

《
材
料
特
性
・
物
性
》

【入手しやすさ】

【自然の印象】

【室内環境向上】

【技術の開発】

【地域への貢献】

【地球環境への配慮】

【扱いやすさ】
軽くて柔軟

[5]【材性能の高さ】

【建築表現】

建築的側面-物性
建築的側面-記号性

環境的側面-物性　　
環境的側面-記号性

‘88-99
‘00-02
‘03-05
‘06-08
‘09-11
‘12-14
‘15-17

100%50% 25% 0% 25% 50%75% 75%100%

サステナブルデザイン

日射調整と影の表現
温かみの表現
伝統技術の適用

近隣で入手可能

凡例： 各項目における
最多の動機・意図

中南米
アフリカ
アジア

ヨーロッパ
北米

オセアニア

100%50% 25% 0% 25% 50%75% 75%100%

温かみの表現
建物の特徴付け

近隣で入手可能

サステナブルデザイン
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5.4　小結
設計者の竹の利用動機・意図として最も多く挙げら

れるのは近隣で入手可能であることであった。全体と
しては、竹の材そのものへの着目よりも、建築の背景
的事情に着目するものが多くなっていることが明らか
になった。これは、近年大きく取り上げられている環
境問題に配慮しながら設計者が材料選択を行っている
可能性、同時に建築家がより地域に目を向けて活動を
行う事例が増え、コストや地域性を考慮した地域近隣
にて手に入る材料として竹が選ばれている可能性につ
いて指摘できる。
6.　結び

図 13 に、地域別の竹建築の変遷と特徴的な事例を
示す。本研究では、以下の点を明らかにした。

・1988 年以降に各メディアで発表された竹を建材
として用いた建築の数及び割合は近年増加しており、
竹が建材として一般的になりつつあると言える。

・竹を構造材とする事例が増加している。「束ねる」
の操作により竹の欠点を解消しながら大規模施設の建
設が可能になったこと、及びアジアや中南米の国々に
おいて、2010 年代に構造材としての竹に関する基準
が整備され始めたことが関係すると考えられる。

・北米やオセアニアなどの先進地域において「工業
製品化」の操作の割合が高くなっている。これは、自
然素材としての温かみの表現を期待するものであると
ともに、環境問題への関心の高まりから、環境性能の
高い竹を合理的に利用するための手段として竹製品が
選択されているためと考えられる。

・設計者の言説から建築に竹を使用した動機・意図
を抽出すると、最も多く挙げられ、近年の増加率も高
いのは「近隣で手に入ること」である。以前は建築表
現に関する意図が多かった点を踏まえると、竹がより

一般化し、珍しい材というよりも身近な材として捉え
られるようになったと考えられる。

・全体としては、竹の材の魅力そのものよりも周辺
環境的な側面を考慮して竹が選択されている。

今後、さらなる建築基準の整備とともに、竹の利用
法の体系化を行うことが必要であると考えられる。竹
材をより広く活用していくためには、「束ねる」や「工
業製品化」のように、竹の個体差を解消する手段の開
発が不可欠である。

【註】
1）参考研究1）に詳しい。　2）参考文献2） pp.114-115　3）国際標準化機構。工業農業産品の規格の標
準化を目的とする国際機関。　4）参考研究3）に詳しい。　5）domusは7・8月号が1冊でまとめられる
ため、年に11冊の発行となっている。各誌、特別号や増刊号は調査の対象から外した。「竹」は「bamboo」

「cane」の両方を表すものとして調査を行った。植栽・家具にのみ竹が使われている事例や竹を模倣し
た製品が使われている事例については対象とせず、改修事例については、改修の過程で竹が使われてい
るもののみを対象とした。　6）国連による世界地理区分に準拠。　7）①を「竹材が柱・梁・小屋組など
主要構造部全体もしくは一部に使われている事例の内、常設され人が内部で過ごすことを想定されたも
の」、②を「竹材が壁や床、天井など構造部以外の仕上げなどに使われている事例」、③を「①と同様に
竹材が構造部全体もしくは一部に使われている事例の内、仮設的な施設であり人が内部で過ごすことを
想定されていないもの」とそれぞれ定義した。　8）同一の事例がいくつかのメディアに重複して掲載さ
れている場合は、最も詳細に説明がなされているメディアにおける文章を取り上げることとした。　
9）参考文献9）に示された手法に準拠。　10）いくつかの国に展開している事務所の場合、本社所在地と
する。　11）建物や設計者の情報については基本的にメディアの情報から判断し、情報が不足している
事例については設計者のホームページ等を参照し追加調査を行った。
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図 13. 地域別竹建築の変遷と特徴的な事例
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